
令和 3 年度那覇市 ICT 教育推進部会 ICT 活用実践事例報告書 

那覇市立教育研究所 

学校名 那覇市立 城南 小学校 指導者 松田 泰知 

対象学年 ４学年 教科等 総合的な学習の時間 

単元名  情報モラル 

使用 ICT 機器 
□電子黒板 ■生徒用タブレット端末 

 ■ソフト・アプリ等（Google classroom  ドキュメント  ） 

本時のめあて 
情報が外にもれてしまうトラブルにまきこまれないために、どうすればよい

か考えよう。 

ICT 機器の 

活用場面 

・学習のふりかえりをする場面において、一つのドキュメントに全員で同時に

ふりかえりを打ち込む。 

指導の流れ 

【事前】 

・Google のドキュメントで、学級児童がふりかえりを書けるように表を作成し 

ておく。 

・Google クラスルームでストリームにリンクを貼り付けておく。 

【本時】 

・文部科学省が YouTube にあげている「情報化社会の新たな問題を考えるた

めの教材③『そのページ、確認しなくて大丈夫？』」を視聴しながら、ワーク

シートに自分の考えやわかったことを筆記用具を使って書いていく。 

 （ワークシートも文部科学省ページ内にあるものを活用） 

・これからどんなことに気をつけていきたいか等、これからの自分のことや 

本学習でわかったことをドキュメントにある表に書き込んでいく。 

   
・周りの友だちがどんなことを考えているかを見ることができることで、自己 

の学習が更に高まることを実感させる。 

指導上の留意点 

・ドキュメントは「共有」ボタンから「リンクの権限変更」を押し、「閲覧  

者」から「編集者」に変更をしておく必要がある。 

・タイピング能力により、ノートでのふり返りよりも表現できない可能性があ 

るので、ここだけをもって評価はしない。 



 


